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市
域
の
西
端
、
平
方
に
鎮
座
す
る

八
枝
神
社
は
、「
お
獅
子
様
」の
神
社

と
し
て
広
範
な
地
域
か
ら
信
仰
を
集

め
て
き
た
。「
お
獅
子
様
」と
は
、
毎

年
２
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、
悪
疫

み
こ
し

退
散
を
目
的
に
、
神
輿
に「
獅
子
頭
」

を
納
め
て
貸
し
出
し（
写
真
１
）、
地

は
ら

域
を
祓
っ
て
回
る
行
事
で
あ
る
。
お

は
っ
く
だ
い
じ
ん

獅
子
様
は
、
正
式
に
は「
狛
狗
大
神
」

ご
け
ん
ぞ
く

と
呼
ば
れ
、八
枝
神
社
の
御
眷
属（
神

の
使
い
）と
さ
れ
て
い
る
。

お
獅
子
様
の
起
源
や
由
緒
に
つ
い

て
明
確
な
資
料
は
な
い
が
、
確
認
が

で
き
る
最
も
古
い
物
と
し
て
、
八
枝

せ
ん
ざ

ご

ま

ぼ
え
ん
し

神
社
文
書
に『
千
座
護
摩
募
縁
誌
』の

記
述
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
天
保
１３

（
１
８
４
２
）年
に
八
枝
神
社
の
前
身

で
あ
っ
た
正
覚
寺
か
ら
お
獅
子
様
を

迎
え
て「
厄
災
消
除
」を
祈
念
し
た
と

書
か
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
に
は
す

で
に
お
獅
子
様
の
行
事
が
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
る
。

お
獅
子
様
の
行
事
の
最
盛
期
で
あ

る
大
正
時
代
末
か
ら
昭
和
初
期
に

は
、
埼
玉
県
内
か
ら
東
京
都
内
に
か

け
て
、
年
間
約
１７０
の
地
域
に
貸
し
出

し
が
行
わ
れ
た
。
当
時
は
、
リ
レ
ー

の
要
領
で
地
域
か
ら
地
域
へ
と
受
け

渡
す「
巡
廻
」と
い
う
方
法
で
遠
く
離

れ
た
地
域
に
も
貸
し
出
さ
れ
た
。
こ

の
巡
廻
に
は
、
大
き
く
分
け
て
六
つ

の
経
路
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て

い
る
。
中
で
も「
蕨
・
東
京
方
面
」と

「
入
間
・
多
摩
地
区
方
面
」の
巡
廻

は
、約
１
カ
月
に
渡
る
大
巡
廻
で「
蕨

・
東
京
方
面
」が
最
大
３９
地
区
、「
入

間
・
多
摩
地
区
方
面
」が
最
大
４４
地

区
を
巡
廻
し
た
記
録
が
残
っ
て
い

る
。現

在
、
巡
廻
と
い
う
方
法
は
行
わ

れ
な
く
な
っ
た
が
、
市
域
を
含
め
て

約
３０
の
地
域
に
お
獅
子
様
の
貸
し
出

し
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
お
獅
子
様

の
行
事
は
、
地
域
の
代
表
が
八
枝
神

社
ま
で
迎
え
に
来
る
こ
と
か
ら
始
ま

る
。
か
つ
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
か

ら
歩
い
て
、
お
獅
子
様
を
迎
え
に
来

る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
軽

ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
載
せ
て
運
ぶ
方

法
が
主
流
と
な
っ
た
。

地
域
に
到
着
す
る
と
、
お
獅
子
様

が
家
々
を
祓
っ
て
回
る
の
が
本
来
の

行
事
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
地
区
の

神
社
や
寺
院
、
集
会
所
な
ど
に
お
獅

お
お
ぬ
さ

子
様
を
祀
り
、
代
わ
り
に
大
麻（
お

祓
い
の
た
め
の
祓
い
具
）を
持
っ
た

当
番
が
お
札
な
ど
を
持
っ
て
、
各
家

を
祓
っ
て
回
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ

で
も
上
尾
市
本
町
や
伊
奈
町
中
荻
、

熊
谷
市
小
江
川
、
東
京
都
北
区
浮
間

（
写
真
２
）な
ど
、
現
在
で
も
家
々
を

お
獅
子
様
が
廻
っ
て
い
る
地
域
も
あ

る
。
こ
の
う
ち
、
熊
谷
市
小
江
川
と

伊
奈
町
中
荻
の
お
獅
子
様
の
行
事

は
、
市
や
町
の
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
る
ほ
ど
、
地
域
を
代
表
す

る
行
事
と
な
っ
て
い
る
。

（
上
尾
市
生
涯
学
習
課
）

市内のお獅子様行事は、最盛期には八枝神社が鎮座する平方を含めた２１の
はる ぎ とう

地域で行われてきた。お獅子様、春祈祷、フセギなど呼び名はさまざまであ
ったが、お獅子様が納められた神輿を担ぎ、村中を回る光景は市内各地で見
ることができた。現在も市内１４の地域で続けられ、毎年２月に行われている
本町地区のお獅子様行事もその一つである。
本町では、その年の当番が八枝神社までトラックで迎えに行き、悪疫退散
の祈願の後、「奉納 八枝神社 狛狗大神 平成○年○月○日 上尾市本町
講中」と墨書きされた旗を掲げながら、お獅子様の巡行を担いで行っている。
本町地区は、事務区が１区から３区に分かれており、毎年それぞれの区で選

ばれた一軒がお獅子様を迎えている。市内各地域でお獅子様の渡御が少なく
なる中、現在もお獅子様を担ぎながら家々を巡る伝統的な祭りの様子を見る
ことができる（写真３）。

八
枝
神
社
の
お
獅
子
様

〜
市
域
を
越
え
る
獅
子
頭
の
行
事
〜

写真３ 各家を巡るお獅子様（本町）

本町地区のお獅子様

�写真２ お獅子様の下をくぐると、
無病息災の御利益がある
といわれている（東京都北
区浮間）

▲写真１ お獅子様（熊谷市小江川）
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